


















































神奈川大乍心理 ･教育研究論姓 第 31号 (2012年 3JJ31日)
(模 擬 授 業 参 戦 シ ー ト】
模擬授業夢郎 l 模擬授業実施者氏名 l 実 施 教 室 l
平成 年 月 日 f l J i
嫉 評価は 4,3,2,1 とする○(耕い数字が良い)
話し方 .板書 ■評価 態 度 評価 実習内容 潅 価 li】I
明瞭 .簡潔か 明るく健康的な傾度か 準備は十分であったか lf
用簿の使い方は適切か 説得力はあったか 尊人は適切であったか
ユーモアがあるか 落ち着いていたか ! 本時目標の説明をしたか
声が通るか 親 しみやすさがあったか 教材 一教具の利用は適切か
間の取り方は十分かo消すタイミングはよいか 思いやる態度があったか fIl 話の構成､時間配分は適切か I
早口でないか○分かりやすい言葉遣いか. iI 適切な発間をしたか I 引例､具休例は十分に提示できたか I
手順は正しいか 準備 した指導案ばかり見ていないか まとめは要領を得ていたか
色分けし分かりやすいか I 全体的な目配りをしていたか l 指名の仕方に開腹はなかつたか
文字の大きさは適当か It 個々の生徒-の配慮や対 [ ワークシー トやプ リン トIi応は適切か の利用は適切か









































































































































































































































































































































































そこで,｢教科教育法 Ⅰ･Ⅲ･Ⅲ ･Ⅳ (数学)｣
での模擬授業において,学生達が教師と生徒の
双方の視点を持った授業運営や教科指導の在 り
方等の研究や経験をすることによって,教師と
して必要な様々な資質能力の育成が図られ,後
に教師として活躍の場である学校現場で有効に
働き,大きな教育効果をもたらすことであろう｡
したがって.授業を創る力と観る力を育成す
ることは,学生達の授業力をさらに高め,より
良い授業の模倣や創造に大いに役立つことと考
える｡引き続き,教師を志す学生達の豊かな人
間性を育成 し,授業力向上を目指していきたい｡
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